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A Study on Teaching Materials of Getting to Agreement through Discussion
― From the Perspectives of Agreement Reaching Process and Such Ability ―
キーワード：合意形成，討論，教材
Abstract：Since there are calls for having the ability to coordinate the thoughts of oneself and its 
counterpart and convince each other to finally reach an agreement, the guidance in this respect 
is required.  However, looking at the results of nationwide survey on learning ability and learning 
state conducted from 2007 and the investigation on actual conditions of the discussion guidance in 
Japanese learning class, we are told about the difficulty of such guidance.  
This study, for the purpose of training to have the ability to reach an agreement and based on 
the actual situation of the children and students, the problems arising from the guidance and the 
analysis on the teaching materials, will disclose the process of reaching an agreement and describe 
the linguistic skills, linguistic activities and etc. in the respective chapters.  So the purpose is to 
develop guiding methods by using this article as a teaching material or making the best use of 
it.  This article articulates the linguistic skills and activities needed for the process necessary for 
reaching an agreement.
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中　野 ①② ③④ ⑤
名　倉 ①② ③ ④ ⑤
村　松 ①② ③ ④⑤ ⑤（⑥）
　これまでのことを上記の表にまとめた。「意見を整
理する」工程と「判断基準をつくり吟味する」工程に
おいて，中野，名倉，村松が提案している内容と照ら
し合わせた所，いくつかの点において違いが認められ
た。
　これらの工程は，「整理をする」「吟味をする」「判
断基準をつくる」といった一方向でなく，双方向で考
えることを要するため，このような結果になったので
あろう。しかし，学習者に基本的なモデルを提示する
ことから考えると，ここでは，「意見を整理する」「決
定する基準をつくり，吟味する」に分けることにす
る。
　なお，プロセスの項目名も学習者に明確にするため
に「知る－整理する－考えつくす（吟味）－まとめる
（折り合いをつける）」とする。
２　プロセスを支える能力（言語技能と言語活動）
　プロセスの分節化の後は，それぞれの工程でどのよ
うな言語活動をどのような順番で展開するか，そし
て，それらの活動を円滑に進めるには，どのような言
語技能が必要かを明らかにしなければならない。そう
してこそ，合意に必要な事例の作成やそれらを習得し
活用できるようにするための言語活動を意図的・計画
的に仕組むことができるのである。なお，その際は，
司会者と参加者（以下，メンバー）の両方の視点から
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考える必要がある。これらについて，以下に示す「合
意形成のプロセスとその能力」と対応させて述べてい
く。なお，「活動の進め方」を「活動ナビ」，それを支
える「技能」は，「技能ポイント」とする。
【「知る」工程】
①活動ナビ
　司会者，メンバーに最も力を注いでほしいことは，
「情報を」整理し，決定する基準まで耐えうる質的量
的に十分な情報を「引き出す」ことである。そのため
には，「質問をすること」，そして「具体的に答える」
が求められる。よく見受けられる光景として，それぞ
れの意見，それも理由や根拠も整っていない意見を交
わした後，「目的に沿って，意見を整理しましょう」
「相違点，類似点を見つけてラベリングしましょう」
「仲間わけをして見出しをつけましょう」と意見を整
理する活動を促すものの，それぞれの情報が少ないた
めに，整理が上手くいかないことがある。
　例え，「上手くいった」もしくは「上手くいったよ
うに思え」ても，実は，合意につながる情報を出し切
れていないことが多いのである。「クラスのみんなが
楽しめるスポーツを決めよう」という議題で話し合っ
たとする。「サッカーは，ボールを蹴ることが楽しい
から」「野球は，打つことが楽しいから」という意見
が出てきても，理由において情報が少ないために，十
分な整理ができない。「ボールを蹴ることが，なぜ楽
しさにつながるのか」「それは，全員が思うことなの
か」「そもそもサッカーの試合で，ボールを蹴ること
が楽しいのか，それが試合の目的なのか」「勝つこと
を楽しいとするのか」「みんなが参加するとはどうす
ることなのか」，こういう質疑を通して解いていく中
で，自ずと「楽しさ」とは，「みんなが楽しむ」とは，
などの観点に立ったスポーツの在り方を考えられるよ
うになる。
　合意という扉をあけるには，整理や吟味できる十分
な情報が必要であり，その突破口は，質問なのであ
る。ところが，質問を積極的にできない，また，質問
を考えることを苦手としている学習者は意外と多い。
　村松（2013）に，「各意見について質問する」では
なく，「各意見について，全員が確認的質問をする」
としている。ここで「全員」という考えは，学習者の
実態を踏まえ，質問による情報の入手や関わることを
重視した提案であると受けとめるべきである。主体的
な質問が期待できない場合は，「質問はないですか」
から「それぞれに質問をしてください」「それぞれに
ついて質問を５つ考え，質問に見出しをつけて下さ
■合意形成のステップとその能力　（司会編）
ステップ 活動ナビ（言語活動） ポイントとなる技能（言語技能）
１．
知る
① 目的や進め方を説明
する
Ａ 話合いのテーマを伝える。
Ｂ 話合いのゴールを明らかにする。
Ｃ どのような手順で話し合うかを説明する。
Ｄ 話合いで気をつけないといけないことを確認する。
Ｅ 話合いの時間を確認する。
②意見を言わせる Ｆ 全員にそれぞれの意見を言ってもらう。
③質問させる Ｇ 全員に質問させる。
④意見を聞く
Ｈ 意見の同じところや違うところを考えながら聞く。
Ｉ 意見の要点をメモしながら聞く。
２．
整理する 意見を比べる
Ｊ メンバーといっしょに仲間分けをしたり，見出しをつけたりする。
Ｋ 話合いを終える場合，これまでに話し合ったことを確認したり，メンバーに感想を言ってもらったりする。
３．
考えつくす
①判断の基準を決める Ｌ メンバーといっしょに目的を話すための判断の基準を決める。（確認の場合もある）
② 判断の基準にそって
考える
Ｍ メンバーといっしょに，整理した意見を判断の基準と照らし合わせて，あてはまるかどうか考える，またはメリット・デメリットを考える。
Ｎ 意見がどこで一致し，どこで分かれたかを整理する。
Ｏ メンバーに自分の意見を見直し，新しい意見を出してもらう。
Ｐ 話合いを終える場合，これまでに話し合ったことを確認したり，感想を述べたりする。
４．
まとめる
①ふりかえる Ｑ それまでの話合いの流れをふりかえる。
② 折り合いをつけさせ
る
Ｒ それまでに問題点が出ている時は，もう一度メンバーに考えるようすすめる。
Ｓ 意見が対立している場合は，ゆずれるところとゆずれないところを述べ合ってもらう。
Ｔ メンバーといっしょにそれぞれの意見の良い点を合わせてよりよい結論を出す。
③確認する Ｕ 決まったことを確認したり，感想を述べたりする。
88
い」といったある意味，質問をひねり出すような指示
も必要であろう。
　さらに，質問によって得られる情報が変わること，
また，その情報により納得感が違うことに触れておき
たい。質問の質的向上については，質問を「知らない
ことや分からないことを尋ねる（ＷHAT系）」，「より
詳しい様子や状態を聞き出す（HOW系）」，「理由を
質す（WHY系）」の３つに類別し，さらにその派生
形（確かめ，まとめ，解釈，推論，比較）などの視点
を与えることも有効である。（村松，2011）（村松・長
谷，2012）
　その他，司会者が話合いの目的や進め方などを確認
することは，ゴールイメージやゴールまでの道筋を共
有するために必要なことである。そのためにも，司会
者は，事前に話合いのシミュレーションを行い，予想
される発言や，時間配分などを考えた上でしっかり準
備することが重要となる。
②ポイントとなる技能
　質問については，まず「相手の考えをしっかりと聞
けてこそ合意につながる質問ができることを確認する
とともに自ら先に質問をする意欲の大切さも理解させ
たい。（メンバーE，F　司会G：対応する英数字は，
「合意形成のプロセスとその能力」と対応している）
分かりやすく例を挙げて答えるからこそ，質問が生ま
れたことも理解させたい（メンバーG）。
　さらに，メンバーは，前の人の質問に対する考えを
聞いた上で，さらにつながりのある質問をすることに
力を注いでほしい。質問によって，新たな観点が生ま
れ，内容がより深くなることの大切さ，それが目的に
　近づくことに気づかせたい。そのためには，司会同
様に質問の質が問われてくるのである。（メンバーE，
G）
　また，意見そのものの質が合意に影響するので，発
言そのものにも目を向けさせたい。
　発言には，直観だけでなく，様々な情報を関連さ
せ，そこから新たなものを生み出すような思考力がい
るのである。
　輿水（1975）も「思考力の要請は，何も読解指導，
作文指導だけでない」と述べ，その具体例を「考えて
話す，順序に従って話す，要点を話す，必要な細部を
話す，くぎって話す，まとめて話す，事実と意見を区
別して話す」と示している。このように，個々の意見
の構築も必要なのである。（メンバーG）
　司会としては，テーマを伝え，話合いのゴールを
明らかにするなどの目的や進め方について，「テーマ
（司会A）」「ゴール（司会B）」「手順（司会C）」「留意
点（司会D）」「時間（司会E）」などのポイントを大切
な視点として示している。話し合わせる前に，事前に
司会者と打ち合わせをしておきたい。
　
【「整理する」工程】
①活動ナビ
　整理するためには，出し合った情報を比べることが
大切になる。司会は，意見を比較するように促すこと
が大切であり，メンバーは，それぞれの意見につい
て，比較しながら，相違点・類似点またメリット・デ
■合意形成のステップとその能力（メンバー編）
ステップ 活動ナビ（言語活動） ポイントとなる技能（言語技能）
１．
知る
①意見を説明する
Ａ 立場をはっきりさせたり，意見を短い言葉で話したりする。
Ｂ 理由をはっきり伝える。
Ｃ 相手の意見を結びつけて話す。
②話を聞く Ｄ 自分の意見と同じところや違うところを考えながら聞く。
③質問する
Ｅ 相手の分からない点，もっと知りたい点を質問する。
Ｆ 理由をたずねる。
④質問に答える Ｇ 質問に分かりやすく答える。
２．
整理する ①意見を比べる
Ｈ 意見の同じところや違うところを見つけて仲間分けする。
Ｉ 仲間分けした意見に見出しをつける。
Ｊ 質問や確認をしながら，さらに仲間分けを進める。
３．
考えつくす
①判断の基準を決める Ｋ 目的を果たすための判断の基準を決める。
② 判断の基準にそって
考える
Ｌ 整理した意見を判断の基準と照らし合わせて，あてはまるかどうかを考える，またはメリット・デメリットを考える。
Ｍ 自分の意見を見直して，新しい意見を出す。
４．
まとめる ①折り合いをつける
Ｎ 意見が対立した場合は，相手の意見の元になった思いを理解する。
Ｏ 意見が対立した場合は，ゆずれるところとゆずれないところを述べ合う。
Ｐ それぞれの意見の良い点を合わせて，よりよい結論を出す。
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メリットなどを考えることを通して，意見を分類（グ
ルーピング）することが求められる。グルーピング
が出来たということは，自ずと分けた理由つまり観点
が生まれたということである。「その観点でよいのか」
また「その分け方でよいのか」などを吟味することも
合意に近づく思考を伴った活動である。
②ポイントとなる技能
　まず，司会者もメンバーも，仲間分けをしたり，見
出しをつけたりすること（司会J）（メンバーH，I）
を大切にしたい。相違点・類似点を手掛かりに仲間分
けをするわけであるが，思いつくままに分けるのでは
なく，目的を具体化して目的と関連した観点（ここで
は見出し）で分けるように指導したい。この活動は，
先に述べたように思考を要するため，十分，時間を費
やしたい。折にふれ付箋紙などを利用して，一つの分
け方だけでなく，出来る限り複数の仲間わけを試みさ
せたい。そうすることで「考えつくす」過程では判断
基準に合った考え方の選択肢が増え，より洗練された
照合になる。
　司会者として意識してほしいことは，意見を集約す
ること（司会K）が大切である。また，言い放しで終
わらないで，意見や感想も言わせたい。そのことがま
た，分類の材料となるのである。
　同様に，メンバーは，質問や確認をしながら，さら
に仲間分けを進めることを大切にしたい。（メンバー
J）グルーピングができ，観点が生まれても，メン
バーの観点でよいのか，またその分け方でよいのかな
ど吟味をさせたい。さらに質問も生まれてくるであろ
う。そのような中で，情報が増え，分け方もかわって
いく。この繰り返しが，合意に近づく思考を伴った活
動である。
【「考え尽くす」工程】
①活動ナビ
　この工程は，司会もメンバーも決定するための基準
をつくり，その基準に照らして考えることを重視した
活動である。
　中野（2003）は，本工程を「混沌」と位置づけてい
る。まさに様々な考えが入り混じり，絞り込めない状
況である。意見そのものだけでは，合意を図ることは
難しく，意見の背景にある理由や根拠まで掘り下げ考
えることで一致をみることも多い。つまり，対立した
意見から単に結論を出すだけでは，判断基準を確か
め，「合意を図る」ことは，困難を極める。
　では，どのように判断基準を定めたらよいのであろ
うか。まずは，目的をより具体化することである。先
も述べたが，目的が「みんなが楽しむこと」であれ
ば，「どうなることが楽しいか」を更に具体化するこ
とが大切となる。そうすると「勝つこと」「全員参加」
など目的を具体化した判断の基準が出されるであろ
う。判断基準が出されたら，次に判断基準の優先度を
考えたい。優先を考えるには，さらに目標との関係を
問わなければならない。最後に，整理された意見と判
断基準とを照らし合わせながら一つの意見に絞ること
になる。
　ただ，「整理」「判断基準」「照合」などは，常にこ
の順番に行えるわけでなく，それぞれの活動の中で，
矛盾や不都合が生じた時には，再考をすることを繰り
返すことで，合意する決定的な材料となる判断基準
が生まれるのである。判断基準での合意は，冒頭で述
べた「深まった認識の共有」，「問題を捉える枠組での
一致」を意味し，合意そのものを決定づける工程であ
る。
　これらのことは，時間を要することは誰もが認める
ところであろうし，一見，無駄な時間を費やしている
ように思われるかもしれない。しかし，それが意味の
ある話合いであることを共通認識させたい。前述した
ようこの工程が教科書には記載されていないのであ
る。
②ポイントとなる技能
　まず，整理した観点をもとに，目標と照らし合わせ
ながら，優先度を意識して，決定する基準を作成する
よう司会は，この活動を促したり，メンバーは，基準
を生み出し，吟味したりしていくことを目指すのであ
る。（司会L　メンバーK）
　次に，その基準をもとに，整理した意見が当てはま
るかどうか吟味させ，また積極的に考えさせていくこ
とが望まれる。（司会M　メンバーL）
　司会は，整理することを率先して行う。司会は，特
に意見がどこで一致し，どこで分かれたかを整理（司
会N）させたり，感想などを言わせながら，納得へと
向かわせる。（司会O，P）
　メンバーは，整理し，判断基準をもとに考える中
で，自分の意見を変更したり，修正したりすることを
心掛ける。そのために，判断の基準の合意をとりた
い。（メンバーM）
【「まとめる」工程】
①活動ナビ
　この過程では司会，メンバーとも折り合いをつける
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ことが共通の目的である。これまで合意に向け，情報
の整理，目標に迫る判断基準，そして吟味などを通し
て，それぞれの段階でコンセンサスを積み重ねてい
る。そのため，ある程度，メンバーの合意を得るこ
とはできている。しかし，ここまでの過程の中で，保
留にした問題があったり，全体として合意はしている
が，この部分だけは納得できないというメンバーも存
在する。
　このステップでは，これらを踏まえ，確認する，折
り合いをつけることに力を注ぎたい。それぞれの過程
で明確になっていることの確認や「譲れるところは何
か」「譲れないところは何か」などを明らかにし，「全
面合意」を目指しながらも，「部分合意」「条件付き合
意」なども考慮にいれておくことも必要である。しか
し，合意が生まれるのは，これまでの過程において丁
寧な議論，納得するコンセンサスという前提があった
ということを忘れてはならない。
②ポイントとなる技能
　最終的な合意に至る際には，折り合いをつけること
が重要となる。そのためには，例えば，意見が対立し
た場合は，相手の意見の元になった思いを理解する
（司会ＲとメンバーNほぼ同義）ことが重要になる。
これは，感情的になっていたり，議論の的を射ていな
かったり，話合いが平行線である場合に有効となる。
黒板などに話合いの過程を明示しておくことも合意を
進める有効な手立てとなるであろう。
　また，意見が対立している場合は，譲れるところと
譲れないところを述べ合ってもらう。（司会S，T　メ
ンバーO）ことも大切である。先に述べたように，保
留していた問題や全体として合意はしているが，この
部分だけは納得できないというメンバーも存在する。
そのメンバーに対して譲れることと譲れないことを発
言してもらうことは，メンバーが納得するという点か
ら考えると大切な活動となる。
　さらに，それまでの話合いの流れをふりかえること
や決まったことを確認したり，感想を述べたりするこ
とも考慮したい。（司会Q，U　メンバーP）
　この振り返りが，学びの自覚を生み，次の話合いに
おいて方略的に活用できる知識となるのである。
Ⅴ　成果と残された課題
　指導が難しいとされる合意形成能力を育成するため
には，合意に至るプロセスを明らかにし，分節化され
たステップごとに求められる言語技能や言語活動を明
らかにする作業がまず必要である。その詳細について
はⅣで明らかにした。この結果により，それらを活用
できる教材とそれを最大限活かす指導法の開発の根底
を担うものと考える。
　今後の課題としては，Ⅲで述べたが，「合意形成の
プロセスとその能力を踏まえ，モデル事例及び指導法
の提案」「合意形成のプロセスと話題との関係の整理」
「合意形成のプロセスとその能力の系統性の整理」が
挙げられる。合意形成のプロセスとその能力の精微化
を図りながら，明らかにしていきたい。
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【注】
１）中野は，環境・平和などの市民活動について研究
し，社会教育や学校教育などの分野において，人と
人との関係などをつなぎ直す必要性を全国的に啓発
している。
２）文部科学省　国立教育政策研究所から出された平
成26年度全国学力・学習状況調査報告書及び調査の
ポイント（小学校・中学校）からまとめた。
３）日本国語教育学会が実施したアンケート調査研究
報告書「国語教育に関する教師の意識」（平成19年
７月）の結果から抜粋した。
４）指導を埋め込んだデジタル教材の一つとして「話
し合いトレーニング（2014）」ベネッセコーポレー
ションがある。村松賢一・長谷浩也監修。
５）設問の概要に司会という表記がなくても相違点や
類似点などを聞き分けるなど司会に必要な設問も含
めている。
